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登録リスト（該当：23件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 長野大学卒業式で情報保障2024/03/13]	長野大学卒業式で情報保障2024/03/13	長野大学の2023年度卒業式が3/13、サントミューゼで開かれました。バリアフリー大学の実現を目指す長野大学では、20年以上前から、声が聴こえない人のために入学式、卒業式、セミナー等の場においてパソコン要約筆記による情報保障がこれまで行われてきました。今回は「あれ？　ない」と思ったら、手話による情報保障に変わっていました。	2024-03-17
	2	[image: 企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20]	企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20	2007/04/20の記録。
企業情報学部が2007年度に新設され、学部の１期生が入学したのがその年の４月。長野大学の私立時代、毎年新入生歓迎のオリエンテーション合宿（略して「オリ合宿」）が１泊２日の日程で行われていました。2007年度のオリ合宿は環境ツーリズム学部と合同で松代、小布施を見学し、菅平に宿泊、翌日は菅平湿原を見学しました。現在の在学生にかつて「オリ合宿」があったことを伝承するのは、当時の体験もし、画像記録もある私から伝えることかな？と思い、画像記録をいくつか載せてみました。

大学から２学部の新入生約200名がバスで見学先に移動。松代で松代城跡（海津城跡）、続いて城跡のすぐ隣にあった池田満寿夫美術館（現在はなし）を見学。おぎのや長野店(これも現在はなし)で昼食をとり、その後、小布施へ。続きの	2024-02-27
	3	[image: 上田市のハンドホール]	上田市のハンドホール	前回は上田市のマンホールでもツツジと六文銭が描かれたものを見つけました。
今回見つけたのは…上田市章のマークが入ったハンドホールです！

現在の上田市章は、全国からの応募によって決められたものです。現在の「上田市」は統合によって1つの市となっています。そのため、統合時に市章を募集したようです。
その結果、写真(少し見にくいのはすみません…)のようなマークになりました。
上田市章は四葉のクローバーと桜、六文銭が組み合わさったマークになっています。
デザインコンセプトは「背景の四つ葉のクローバーは、旧4市町村の調和した統合を、桜の花は元気で前向きに歩む上田市民の姿を、中央の花心はアレンジされた真田六文銭をイメージし、全体で新生上田市の自然と活気あふれる未来への発展を表現しています」とのこ	2024-02-16
	4	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館・交流芝生広場が併設された複合文化型施設です。入学式や卒業式も開かれます。内装もきれいで
人をひきつけます。	2024-02-13
	5	[image: 2008年度長野大学入学式2008/04/04]	2008年度長野大学入学式2008/04/04	2008/04/04の記録。
長野大学の新学部企業情報学部と環境ツーリズム学部の二期生の入学式です。入学式会場は大学の体育館です。写真は上田市の母袋創一市長が祝辞を述べている様子。この年度は嶋田学長、企業情報学部は高橋進学部長、環境ツーリズム学部は京谷栄二学部長でした。バリアフリーを目指す大学らしくパソコン要約筆記による情報保障がなされています。	2024-02-11
	6	[image: 2005年度長野大学入学式2005/04/04]	2005年度長野大学入学式2005/04/04	2005/04/04の記録。
2005年度の長野大学の入学式。当時、入学式は体育館で行われていました。健常者だけでなく障がいの学生も対等に学べることを補償するバリアフリーの大学らしく、パソコン要約筆記による情報補償がなされている点にもご注目ください(ステージに向かって左奥)。入学会場の出口にはサークル活動などの勧誘で学生たちが会場から出てくる新入生を待っていました。生協学生委員会STAFFあんずによる「新入生歓迎企画 友達100人できるかな？」も毎年開催されていました。	2024-01-21
	7	[image: 入学前の家庭教育に就て　西塩田時報]	入学前の家庭教育に就て　西塩田時報	入学前に家庭内で教育してほしいことについて友達のことや先生を怖がらないように教育してほしいといったことが書かれており、今の新聞ではないので珍しく面白いと感じた。

西塩田時報　戦後　昭和22年1月25日　第1号2頁	2023-12-11
	8	[image: 入学前にしておくこと]	入学前にしておくこと	小学校一年生になる前に学んでおいてほしいことが記載されている。先生を怖がらないようになど少しユーモアあふれてつい笑ってしまった。	2023-12-08
	9	[image: 入学前の家庭教育に就て（西塩田時報　第1号昭和22年1月25日）]	入学前の家庭教育に就て（西塩田時報　第1号昭和22年1月25日）	この記事には、入学前に家庭教育でやってほしいことが記載されていれています。具体的には、家庭や友達、先生、学習、身体的なしつけについてなどの項目に分けて、詳しく述べられていました。

私は、この記事の中の「性格は、家庭の育て方一つで決まるので生まれつきなどではない」という表現に時代の違いを感じます。このような言い切った表現に対して、負の感情を抱く現代人が多くいるのではないかと考えました。

▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第1号（昭和22年1月25日）
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns14_post001to020.pdf	2023-12-06
	10	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田駅の近くにあります。
ここサントミューゼでは、イベントが多く行われており、今年、長野大学の入学式も行われました。
また、サントミューゼという名前は、かつて蚕糸業の中心であったという「蚕都(さんと)上田」からきています。
サントミューゼを訪れると、蚕都上田を肌で感じることができます。	2023-11-19
	11	[image: 飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))]	飯島保作(花月)(いいじまほさく(かげつ))	飯島保作は、文久３年（１８６３）に飯島家の長男として横町に生まれました。明治６年（１８７３）上田街学校に入学し、明治１０年（１８７７）に上等小学校全科を卒業しました。上田街学校の教員補助の職は、天皇の御巡幸が終わった後退職し、家業（質屋）に従事しました。
　自らが作成した年賦には「家業のかたわら独学」とあります。向学心旺盛な青年で、この向学心が実業家飯島保作を生み、このころから雑誌に狂歌、川柳等々の投稿を始め、後の上田地方の庶民文学のリーダーとしての文学上の資質を開花させたのです。
　保作は、上田商工会議所会頭、第十九銀行の頭取を歴任して生涯を閉じた上田を代表する傑出けっしゅつした実業家でした。明治１５年（１８８２）１０月、上田郵便局に採用され、最初の職業の第一歩を踏み出し、	2023-02-01
	12	[image: 金井正について]	金井正について	金井正は、明治１９年神川村国分に、金井家の三男として生まれました。県立長野中学校（現上田高等学校）に入学。家庭の事情から家督を継ぎ、父が局長を務める国分郵便局の事務員として勤務しました。その一方で哲学者西田幾多郎の存在を知り、哲学に関心を高め、神川読書会を企画したり同人雑誌の創刊し、社会主義による啓蒙を図りました。山本鼎がヨーロッパ留学から戻り、訪ね、児童自由画教育と農民美術運動に感銘を受け、協力を約束し、鼎による講演会「児童自由画の奨励について」を企画。続いて「第１回児童自由画展」を開催し、予想以上の成功を収めました。
　農民美術運動については、鼎と連名で日本農民美術建業の趣意書を作成して、神川村の人々に働きかけました。大正８年に第１回農民美術練習所を神川小学校で開設し、	2023-01-25
	13	[image: 農民美術運動を促進した人物]	農民美術運動を促進した人物	版画家・山本鼎は、明治１５年愛知県岡崎市で生まれましたが、父親が小県郡神川村大屋(現在の上田市大屋)に大屋医院を開業したため、鼎は上田との由縁がありました。
鼎は版画家としてだけでなく、画家としてもその名を残しました。明治３５年、２０歳で東京美術学校へ入学し、「湖畔」で有名な黒田清輝に油絵を学びました。大正元年にはフランスに渡り、その間に描いた作品はどれも好評を博しました。
帰国後、児童画とその指導方法の改革を目指した運動を起こします。鼎は絵を描く技術、方法が重要ではなく、自分の目で見て、感じたとったものを描くことが、児童の発達に大切などだと説きました。その後大正8年4月には神川小学校で第一回児童自由画展覧会を開催し、自由画教育は全国各地に広がりました。
一方、大正8年11月には神川村	2023-01-25
	14	[image: まとめ]	まとめ	上田には歴史が詰まっている。
私は長野大学に入学してから上田市とのかかわりが増え、より感じるようになった。

例えば、上田城。石垣やお城の後はそこに時代を感じさせる。神社やお寺も意外と上田にあったりする。

上田駅を出てすぐの商店街は今も昔もそこに存在している感じがする。少し歩けばいろんなお店があって、昔ながらのものもあれば最近できたおしゃれなお店まで、点在している。


上田市がどうやって歴史をつないで今の姿になっているのかを私たちは肌で感じながら暮らすことができる。
それこそが上田にある魅力の一つではないだろうか。	2023-01-23
	15	[image: 前川ゼミ活動考察]	前川ゼミ活動考察	　今まで上田市の外で生活をしたことがないので、客観的な視点ではないかもしれないが、自分なりに上田市について感じたこと、考えたことをまとめる。上田市というのは上田城の城下町であったり、北国街道が通っていたこともあり、歴史がある町である。気候も安定していて、自然も多い。スキー場やキャンプ場、温泉も多く、車があれば日帰りでスキーや温泉を楽しむことができる。新幹線も通っており、東京など首都圏へのアクセスも良い。そのせいか、近頃では海野町商店街などに若者向けのバーや、都会志向の洒落た店が増えてきた印象がある。加えて県外からの移住者向けかと思われる高級マンションも増えてきた。一時的ではあるが真田氏の本拠地が上田城ということもあり、NHK大河ドラマ「真田丸」の人気によって上田が賑わっていたこ	2023-01-19
	16	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	長野大学の入学式も行われたサントミューゼは「蚕都上田」が語源となっている。	2022-11-30
	17	[image: 二十四の瞳]	二十四の瞳	2022/03/01

二十四の瞳の舞台。小豆島へ。
小豆島というと私が思い浮かぶのは「オリーブ」「二十四の瞳」「昔の車のCM」。小学校の頃からいつか行きたいな～。と思っていた。

小豆島に入ってすぐに、二十四の瞳の像が。
うわ～、ホンモノだ。写真で見てたやつ！となり小豆島に来たんだな～と実感した。
その後、車で小豆島を回り念願の「二十四の瞳映画村」へ！

しかし、なんとコロナウイルスの影響で臨時閉館していた。行きたくてたまらなかった私はすき間から映画村をたくさん覗いた。
二十四の瞳映画村がしまっていてショックを受けたのかなと思いながら、この日の日記を見ると


「二十四の瞳映画村にいくと臨時休館していた。また小豆島に来る理由ができた。ラッキー！」（当時の日記より）

と書いてあった。
いや、、どん	2022-11-25
	18	[image: 上田の食文化① 〜美味だれ編〜]	上田の食文化① 〜美味だれ編〜	大学入学のタイミングで初めて上田に来て、自分は各地のグルメに興味があって、グルメについて調べることにしました。

まずは、上田のスーパーや串焼きのある飲食店では必ずと言っていいほど見かける「美味だれ」についてです。

美味だれはすりおろしのニンニクたっぷり入った醤油ベースのタレで、自分も家でよく使ってます。
美味だれの由来は、美味だれが出来た1960年当時、鶏肉の他に安価な豚の内蔵などが提供されており、内蔵の特有のクセを無くして美味しく食べられるように開発されたそうです。
自分はにんにくが好きなので、かなり愛用しています。	2022-11-16
	19	[image: 人が集まれる大きな施設]	人が集まれる大きな施設	突然なんですけどサントミューゼってすごいいいですよね
なんでかっていうと、入学式だったりで人を大勢入れられるキャパシティがあるから。

僕も入学式と講義で何度かお邪魔させていただいたんですが、大ホールの他にスタジオだったり練習室だったりいくつも部屋があるんですよね
しかも美術館も併設されてるから何度行っても飽きることが無い場所ですよね

集まれる場所って、一体感が生まれたり、そこを中心に網が広げるみたいなことが出来る｢拠点｣的な役割を果たしてくれると私は考えているので、地域資源の中で実は｢建造物｣っていうカテゴリでくくるなら城とかよりも重要な位置づけにあるんじゃないのかなって最近は思ってますね。	2021-12-15
	20	[image: 入學前の家庭教育に就て(『西塩田時報』第1号(1947年1月25日)2頁)]	入學前の家庭教育に就て(『西塩田時報』第1号(1947年1月25日)2頁)	初等科一年生を受け持つ先生が保護者へ向けて書いた、入学前までにできるようになっていてほしいことを示したもの。カタカナの読み書きの習得から毎朝顔を洗うなんてことまで書かれている。

今の新聞ではあまり見られない記事で、当時と今の新聞の在り方の違いが感じられる。
さらにタイトル横の“父兄の皆様”という言葉も最近は聞かなくなったなと。


▼このページは以下から参照できます。
#976 『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁	2021-12-14
	21	[image: 西塩田時報第4号　大正13年4月1日]	西塩田時報第4号　大正13年4月1日	村役場の、土木に関する調査の結果や、小学校で入学した生徒の人数などが記載されている。これにより、この時の西塩田の様子や、どれだけの学生が存在していたかを知ることができてとても興味深いと思う。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0022.jpg	2020-12-19
	22	[image: 入学前の家庭教育に就て（『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁）]	入学前の家庭教育に就て（『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁）	この記事は、親御さん宛に、小学校入学前の子どもに教育しておいてほしいことが書かれている。

親であれば教えているような基本的な内容ではあるが、箇条書きで、マナーから、友達や先生との接し方、家庭での生活に関わることまで、とても細かく書かれていて驚いた。
わたしが小学校に入学するときに「これはできていないとだめ」「せんせいやともだちとはなかよくしなさい」などと教育された覚えがない。当時西塩田地域では記事のように徹底して教育されていたのだろうか。この記事を読んでから、この時代の教育に興味が湧いた。


▼この記事は以下から参照できます。
#976 『西塩田時報[戦後]』第1号(1947年1月25日)2頁	2020-12-14
	23	[image: 真田神社]	真田神社	立派な鳥居の真田神社。上田市民のお散歩コースの一角になっている。上田城跡公園内にあり、境内には真田井戸と呼ばれる井戸がある。
歴代の上田城主を合祀し上田城跡守護の由緒ある神社として地域住民に愛されている。
大学入学を祈願し、ここを訪れることも。
神社としての威厳を保ちつつ、現代要素も感じる。	2020-05-26
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